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前頭前野活動を賦活する認知課題と慢性疼痛患者の痛みの抑制に関する研究  
 
金原一宏＊ 1)2）、佐久間俊輔 2） 4）、足立功浩 3）、寺田和弘 4） 
1)聖隷クリストファー大学、 2）聖隷クリストファー大学大学院、 3）聖隷三方原病院、 
4)寺田痛みのクリニック 
【はじめに】 
痛みによる中枢神経系の可塑的変化は慢性疼痛の発生機序の一つである。近年、慢性疼
痛患者の治療に前頭前野や帯状回などの大脳辺縁系を賦活させ、脳幹を介した下行性疼痛
抑制機構の促通が注目される。慢性疼痛患者は、前頭前野の機能低下により下行性疼痛抑
制機構が破綻し、痛みが増悪する。理学療法における 2 重課題は、前頭前野を賦活させる。
慢性疼痛患者へ 2 重課題を実施することは、慢性疼痛患者の痛みを軽減するかを明らかに
し、痛みを抑制する理学療法の可能性を検討する。 
【目的】 
本研究の目的は、慢性疼痛患者に 2 重課題を実施し、痛みの神経生理学的機構の改善に
よる鎮痛効果が得られるかを明らかにした。 
【方法】 
20 例の慢性疼痛患者を 2 重課題群とコントロール群の 2 群に無作為に振り分け、クロス
オーバーデザインにて研究を行った。各課題間は 1～2 日間空け研究を実施した。 
手続きは、2 重課題群、コントロール群の対象者に NRS、PCS、HADS、PPTs を評価し、そ
の後、安静座位で前頭前野に functional near infrared spectroscopy(fNIRS）を、足趾
に galvanic skin response(GSR)を装着した。安静 4 分後、 temporal summation(TS)と 
conditioned pain modulation(CPM）を評価した。2 重課題群の課題は、左右上肢で異なる
運動を 20 秒間行い、コントロール群は、左右上肢で同じ運動を実施した。運動終了後、TS、
CPM を再評価した。fNIRS と GSR の測定は、実験終了まで測定した。実験終了後、NRS、PCS、
HADS を再評価した。2 群の比較は SPSS（Ver.22）を用いた統計解析処理を行った。 
【結果】 
2 群間のベースラインの評価結果に有意差は認められなかった（p>0.05）。2 重課題群は、
PCS と HADS の抑うつが有意に改善した（p<0.05）。2 重課題群は、下行性疼痛抑制機構を賦
活した（p<0.05）。2 重課題群は、TS と CPM の評価時に左背外側前頭前野が有意に活動した
（p<0.05）。大脳辺縁系の活動は、両群で有意差は認められなかった（p>0.05）。 
【考察】 
 2 重課題は、背外側前頭前野を賦活し、慢性疼痛患者の破局的思考、抑うつを低下させ
た。背外側前頭前野の活動は、下行性疼痛抑制機構を促通する。2 重課題群の TS と CPM は、
背外側前頭前野の賦活により中脳水道周囲灰白質が働き、下行性疼痛抑制機構を促通し、
脊髄後角にて痛み刺激を減少させた。これにより、痛みの感情因子である PCS と HADS の抑
うつが改善した。 
【結論】 
本研究の新規性は、痛みの神経生理学的機構の視点から 2 重課題が、慢性疼痛患者の治
療に寄与する点である。慢性疼痛患者の治療プログラムにおいて、脳機能を高める身体機
能トレーニングは、痛みの感情因子の抑制に繋がり、鎮痛治療になりえる可能性を示した。   
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